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写真：湯沢方面より浦佐バイパスを望む

奥只見レクリエーション
都市公園「浦佐地区」（八色の森公園）

魚沼基幹病院

水の郷工業団地

至 関越自動車道
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至 長岡市
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水無川

新潟県

福島県

富山県 長野県
栃木県群馬県
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（１）事業の目的

当事業は、

○ 幹線道路ネットワークの強化 ○ 浸水・濃霧区間の回避

○ 冬期除雪障害の解消 など

を目的とし、国道17号の新潟県南魚沼市市野江甲～新潟県魚沼市虫野（延長6.6km）について

バイパス整備を行うものである。

【広域図】
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１．事業概要

● 事業名：国道17号 浦佐バイパス

● 延 長：6.6km

● 起終点：(起)新潟県南魚沼市市野江甲

(終)新潟県魚沼市虫野

● 事 業 化：昭和63年度

● 都市計画決定：平成3年度

● 全体事業費：約210億円

● 平成28年度末までの投資額(予定)

：約147億円（進捗率70%）

（２）計画の概要
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事業の経緯

２．現在に至る経緯

年 度 主な経緯

昭和63年度 事業化

平成 3年度 都市計画決定

平成 5年度 用地着手

平成 9年度 工事着手

平成12年度 南魚沼市浦佐 (延長1.1km)供用

平成17,21,22年度 事業再評価（指摘事項なし、継続）

平成24年度 南魚沼市浦佐～魚沼市十日町(延長1.1km)供用

平成25年度 事業再評価（指摘事項なし、継続）

平成26年度 魚沼市十日町 (延長1.8km)供用

事業の進捗状況

○平成25年度の再評価以降、平成26年11月30日に魚沼市十日
町地先の延長1.8kmを供用した。

全体 執行済額 進捗率 残事業費

事 業 費 約210億円 約147億円 70% 約63億円

うち用地費
・補償費

約67億円 約65億円 97% 約2億円

今後の事業展開

○魚沼市十日町～魚沼市虫野間について用地買収・改良工事を
推進する。

○南魚沼市市野江甲～南魚沼市浦佐間についても順次事業を
推進する。
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写真：供用後の状況（平成26年11月30日）

平成28年度末（予定）、金額は税込み
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－4－

①道路ネットワークの強化（浸水・濃霧区間の回避）

３．当該事業の役割・効果

○ 国道17号は第1次緊急輸送道路に指定されており、災害時の救急物資輸送等の重要な役割を担っている。
○ 浦佐バイパスは新潟県国土強靱化地域計画（平成28年3月）にて、大規模災害時のリダンダンシー確保のた

めの日本海国土軸の形成に必要な道路として位置付けられている。
○ 浦佐バイパスの整備により、道路浸水区間及び濃霧の通行障害が回避されるとともに、道路構造の改善によ

る安全な走行環境の確保が期待される。

魚沼市

【緊急輸送道路ネットワーク図】
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発生範囲 ： 浦佐駅～八色大橋 付近

浦佐バイパス整備により、「魚野川から離れた現道

区間より標高の高い位置を通ることから濃霧の通行

障害を回避できる。」
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（１）防災面を含む多様な効果

現道区間の霧の発生状況



３．当該事業の役割・効果

－5－

②冬期除雪障害の解消

○ 国道17号は、JR上越線と魚野川に挟まれた路肩幅員狭小（0.75m）区間が存在し、除雪により側方に寄せら
れた雪は車線の一部に堆雪するため、運搬による排雪作業が必要となっている。

○ 運搬排雪作業は年間で平均75時間実施しており、冬期間の道路交通に大きな影響を与えている。
○ 浦佐バイパスの整備により、路肩幅員を2m確保でき、冬期間における円滑な交通の確保が期待され、安全

性・信頼性が向上する。

写真③：除雪作業時の混雑状況
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③第三次医療施設へのアクセス向上

○ 平成27年6月、事業区間沿線に第三次医療施設の魚沼基幹病院が開院し、魚沼市街地からの救急搬送は、安全で
スムーズに走行可能な浦佐バイパスが利用されている。
（浦佐バイパスの整備により、非冬期は約4分、降雪時は約5分短縮）

○ 救急搬送患者として魚沼市から59%、南魚沼市から45%が魚沼基幹病院へ搬送されており、残事業区間の整備
により、救急搬送のさらなる効率化が期待される。

３．当該事業の役割・効果
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南魚沼市立ゆきぐに大和病院

～ 救急搬送を担う消防署の声～

出典：整備なし(H11道路交通センサス)
部分供用(プローブデータ(H27年度))
全線供用(H42将来交通量推計値)
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【魚沼市の製造品出荷額等の推移】
う お ぬ ま

リーマンショック

○ 浦佐バイパス沿線の「水の郷工業団地」には、豊富で良質な水資源を背景に近年、食品関係企業が進出し
ており、平成27年度に区画が全て契約済となったことから、さらなる造成が計画されている。

○ 魚沼市の製造品出荷額は近年回復傾向にあり、浦佐バイパスの部分供用や関越自動車道大和スマートICの
24時間運用開始により、沿線のアクセス性が向上している。

○ 残事業区間の整備により、魚沼市・南魚沼市の産業集積を支援するとともに、進出企業の生産性向上に寄
与する。

み ず さ と

う お ぬ ま み な み う お ぬ ま

う お ぬ ま や ま と

④地域の産業集積支援と生産性向上

３．当該事業の役割・効果

大和スマートIC
H18.10：供用
H28.3：24時間運用開始

や ま と

【水の郷工業団地の食品関係企業進出状況】
み ず さ と

造成計画地
12.4ha

N

B社（約1.0ha）
H23.10稼働C社,H27進出決定（約6.0ha）

B社,H27規模拡大決定（約0.9ha）

A社（約6.1ha）
H22.11稼働

造成済区画全て契約済
（平成27年度）

H27年
Ｃ社
進出
決定

～ 土地の選択理由 ～ 出典：Ｃ社ＨＰ

●国道１７号浦佐バイパスが団地に隣接しており、上越新幹線浦佐駅、
関越自動車道大和スマートＩＣまで５分以内の交通利便性。

や ま と

写真：水の郷工業団地の状況（平成26年9月2日）
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３．当該事業の役割・効果

①走行時間の短縮 ②交通事故件数の減少

○浦佐バイパスの整備により、円滑な走行環境が確保され、事業区間の走行時間（冬期）が約3分短縮が見込ま
れる。また、年間約14万人・時間の渋滞損失時間の削減が期待される。

○浦佐バイパスの整備により、安全な走行環境が確保され、死傷事故件数が年間約0.8件/km削減が期待される。

（２）便益に係る整備効果

大和スマートIC
や ま と

上越新幹線

南 魚 沼 市

至

湯
沢
町

み な み う お ぬ ま
至

長
岡
市

魚 沼 市
う お ぬ ま

虫野
魚沼市十日町

と お か ま ち

む し の

事故危険区間

出典：平成27年度事故ゼロプラン

：完成2車線供用区間

：事業中区間

凡例

浦佐バイパス 延長6.6km N

【走行時間の短縮（冬期）】 【渋滞損失時間の削減】 【死傷事故件数の削減(1kmあたり)】

10

9

7

0 2 4 6 8 10 12

整備なし

部分供用

全線供用

出典：整備無し（H11道路交通センサス）
部分供用(プローブデータ(H27.12～H28.3))
全線供用(H42将来交通量推計値)

2.2

1.5

1.4

0 1 2 3

整備なし

部分供用

全線供用

(件/年/km)

約0.1件/年/km削減
（-6%）

0
(分)

20

20

6

0 5 10 15 20 25

整備なし

部分供用

全線供用

0
（万人時間/年）

約2分短縮
（-22%）

約3分短縮
（-30%）

約14万人・時間/年
削減（-70%）

出典：整備無し（H11道路交通センサス）
部分供用(プローブデータ(H27),交通量(H27.10.8観測値))
全線供用(H42将来交通量推計値)

集計対象：現道+バイパス

出典：整備無し（ITARDAデータ(H8～H11)）
部分供用(H42将来交通量推計値)
全線供用(H42将来交通量推計値)

集計対象：現道+バイパス

約0.8件/年/km削減
（-36%）

水の郷

工業団地

奥只見ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ

都市公園「浦佐地

区」

魚沼基幹病院

全線供用ルート

整備なし、部分供用ルート

約14万人・時間/年
削減（-70%）



－9－

４．費用と効果 ＜防災面の効果が特に大きい事業＞

浦佐バイパスの役割 具体的内容

①道路ネットワークの強化
(浸水・濃霧区間の回避)

・国道17号は第1次緊急輸送道路に指定されており、浦佐バイパスは大規模災害時のリダンダンシー確
保のための必要な道路として位置付けられている。

・浦佐バイパスの整備により、大雨等による道路浸水区間及び濃霧による通行障害の影響が回避され
る。

②冬期除雪障害の解消
・国道17号の除雪障害区間では、運搬排雪作業により冬期道路交通に大きな影響が発生。

・浦佐バイパスの整備により、路肩幅員を2m確保でき、冬期通行障害が解消される。

③第三次医療施設への
アクセス向上

・事業区間沿線に魚沼基幹病院が開院し、浦佐バイパスの利用により魚沼市街地からの搬送環境が向
上。

・残事業区間の整備により、さらなる搬送環境の向上が期待される。

④地域の産業集積支援と
生産性向上

・浦佐バイパス沿線の｢水の郷工業団地｣には、豊富な水資源を背景に食品関係企業が進出している。

・残事業区間の整備により、魚沼市・南魚沼市の産業集積を支援するとともに、進出企業の生産性の
向上に寄与する。

＜費 用＞ ＜3便益＞

＜防災面を含む多様な効果＞

基準年における現在価値 事業費 維持管理費

事業全体 273億円 228億円 46億円

残事業 83億円 55億円 28億円

基準年における現在価値
走行時間

短縮便益

走行経費

減少便益

交通事故

減少便益

事業全体 228億円 192億円 33億円 2.7億円

残事業 201億円 167億円 31億円 2.6億円

注1）便益・費用については、基準年における現在価値化後の値である。

注2）費用及び便益額は、10以上：整数止め、10未満：小数1桁止め、1.0以下：小数第2位止め とする。

注3）費用対効果分析結果及び感度分析の結果の欄に係る数値は平成25年度評価時点。

注4）費用及び便益の合計額は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある。

注5）便益の算定については、「将来交通需要推計手法の改善について【中間とりまとめ】」に示された第二段階の改善を反映している。

う お ぬ ま

う お ぬ ま み な み う お ぬ ま

み ず さ と



○地域から頂いた主な意見等：魚沼市や南魚沼市などで構成される「一般国道17号浦佐バイパス整備促進期成同盟
会」から整備促進要望を頂いている。

○知事の意見：地域の安全・安心確保等のため、事業を継続する必要がある。
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５．対応方針（原案）

事業の必要性等に関する視点

事業の進捗の見込みの視点

コスト縮減や代替案立案等の可能性の視点

対応方針（原案）：事業継続

事業を巡る社会経済情勢等の変化

○平成16年11月に堀之内町、小出町、湯之谷村、広神村、守門村、入広瀬村が合併し、魚沼市が誕生

○平成16年11月に六日町、大和町が南魚沼市として合併し、平成17年10月には塩沢町が編入合併

○平成18年10月に関越自動車道 大和スマートICが供用（平成28年3月 24時間化）

○平成27年6月に浦佐バイパス隣接地に地域医療高度化に向けた第三次医療施設「魚沼基幹病院」が開院

事業の進捗状況

○事業の進捗状況：用地進捗率97％、事業進捗率70％（平成28年度末予定）
残事業の内容：魚沼市十日町～魚沼市虫野間（延長1.0km）完成2車線整備

南魚沼市市野江甲～南魚沼市浦佐間（延長1.6km）完成2車線整備

○建設発生土の有効活用や新技術の活用等により、コスト縮減を図る。

○魚沼市十日町～魚沼市虫野間について用地買収・改良工事を推進する。
○南魚沼市市野江甲～南魚沼市浦佐間についても順次事業を推進する。

○国道17号は、東京都から新潟市に至る重要な幹線道路であり、広域的な通過交通や沿線地域間の連携を支え
る重要な役割を担っている。

○浦佐バイパスの整備により、幹線道路ネットワークの強化、浸水・濃霧区間の回避、冬期除雪障害の解消の
ほか、地域の産業集積支援と生産性の向上など、多様な効果が見込まれるため事業を継続する。

とお か まち

いち の え こう

むし の

やま と まち

関係する地方公共団体等の意見

ひ ろ か み む ら

み な み う お ぬ ま

う お ぬ ま

み な み う お ぬ ま み な み う お ぬ ま

う お ぬ ま う お ぬ ま

う お ぬ ま み な み う お ぬ ま

と お か ま ちう お ぬ ま む し の

み な み う お ぬ ま い ち の え こ う み な み う お ぬ ま

ほり の うち まち こ いで まち ゆ の たに むら す も ん む ら い り ひ ろ せ む ら

むい か まち し お ざ わ ま ち



平成28年度 事　業　名： 国道17号　浦佐バイパス

道路計画課 担当課長名：東　佑亮

チェック欄

☑

☑

☑

☑

☑

☑

　　 ☑

前回評価で費用対効果分析を実施している ☑

費用対効果分析実施判定票

年　度：

担当課：

※各事業において全ての項目に該当する場合には、費用対効果分析を実施しないことができる。

項　　目
判　定

判断根拠

３．事業費の変化

判断根拠例[事 業 費の増加が１０％※以内]
　事業費の増加はない。

（ア）前回評価時において実施した費用対効果分析の要因に変化が見られない場合

事業目的

・事業目的に変更がない 　事業目的に変更がない。

外的要因

・事業を巡る社会経済情勢の変化がない
判断根拠例[地元情勢等の変化がない]

　地元情勢等の変化がない。

内的要因＜費用便益分析関係＞
※ただし、有識者等の意見に基づいて、感度分析の変動幅が別に設定されている場合には、その値を使用することができる。
注）なお、下記2.～4.について、各項目が目安の範囲内であっても、複数の要因の変化によって、基準値を下回ることが想定される場合には、費用対効果分析を実施する。

１．費用便益分析マニュアルの変更がない
判断根拠例[Ｂ／Ｃの算定方法に変更がない]

　費用便益分析マニュアルの変更がない。

２．需要量等の変更がない

判断根拠例[需要量等の減少が１０％※以内]
　発生集中交通量の減少がない。

以上より、　費用対効果分析を実施しないものとする。

４．事業展開の変化

判断根拠例[事業期間の延長が１０％※以内]
　事業期間の延長はない。

（イ）費用対効果分析を実施することが効率的でないと判断できる場合

・事業規模に比して費用対効果分析に要する費用が大きい
判断根拠例[直近３カ年の事業費の平均に対する分析費用
１％以上]
または、前回評価時の感度分析における下位ケース値が基準
値を上回っている。

　直近3箇年の事業費の平均に対する分析費用1.1％

別添様式

６．費用対効果分析実施判定票
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